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　このたびは、ワイヤレスユニットＨＲＦ－３００Ｔをお買い上げいただき誠にあ
りがとうございます。

　本機は、ＶＨＦ帯の電波を利用し、主に受信ユニットＨＲＦ－３００Ｒとの間
で、シリアルデータをＴＴＬレベルにて単向通信のできる送信専用ユニットです。

　本機は、組み合わせるアンテナに合わせてＲＦ出力調整ができます。組み合わせ
る受信ユニットとして、ＨＲＦ－３００Ｒ以外にＨＲＦ－３００も使用することが
できます。ＨＲＦ－３００Ｒを使用した場合には、最高１２００ｂｐｓ、ＨＲＦ－
３００を使用した場合は､最高４８００ｂｐｓの速度で通信できます。

１．はじめに

ＨＲＦ－３００Ｔ

－２－



２．各部の名称とはたらき

－３－

上面図

下面図

①ＰＯＷＥＲランプ　　　　　：電源（ＤＣ５Ｖ）を供給したとき点灯します。

⑤ＲＦ出力端子　　　　　　　：アンテナを取り付けます。コネクタはＢＮＣ型で
　　　　　　　　　　　　　　　すのでＢＮＣプラグを使えば同軸ケーブルが接続
　　　　　　　　　　　　　　　できます。
　　　　　　　　　　　　　　　インピーダンスは５０Ωです。

⑥固定用ネジ取り付け穴　　  ：取り付け穴間隔は７７ｍｍです。締め付けには　
　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ３ビスを用いてください。詳細は寸法図を参　
　　　　　　　　　　　　　　　照して下さい。

　　

①②③④

⑤

⑥ ⑥

正面図

⑦

②ＴＸＤランプ　　　　　　　：ＴＸＤ端子に供給された送信データの状態を表し
　　　　　　　　　　　　　　　ます。信号が”Ｈ”レベルで点灯し、”Ｌ”レベ
　　　　　　　　　　　　　　　ルで消灯します。

⑦ＲＦ出力調整用ボリューム　：ＲＦ出力を調整する場合に使用します。
　　　　　　　　　　　　　　　調整には､マイナスドライバーを使用して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　詳細は、ＲＦ出力調整についてをご参照下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０ページ）

③，④ダミーランプ　　　  　：使用していません。



３．仕様

－４－

項目 仕様 備考

送信周波数

変調方式

259.95～262.85 MHz 1波を使用

変調速度

直接変調による２値ＦＳＫ 　

変調極性

１２００ｂｐｓ(max４８００ｂｐｓ) 　

正 　

入力論理レベル

送信部形式

ＴＴＬレベル 　

水晶発振固定チャネル逓倍式 　

アンテナ
インピーダンス

電源電圧

５０Ω 　

消費電流

ＤＣ５Ｖ±２０％ 　

使用環境

２０ｍＡ以下
（送信出力　－４３ｄｂｍ　時）

　

－１０～＋５０℃ 　

２５％～８５％ 結露なきこと

寸法

重量

８５Ｗ×４０Ｈ×１１２Ｄ 　

１２０ｇ 　

温度

湿度



４．寸法図
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５．入出力回路図

－６－

　以下に、信号入出力部の回路を示します。図中の□内の数字は各端子番号を表し
ます。機能は、「９．機器への接続」を参照して下さい。

3

TXD 100k

５

10k

10
k

RTS



６．動作タイミング

－７－

ＲＴＳ

ＴＸＤ

５ｍｓ以上

ＲＸＤ

0.25ms

ゴミデータ ゴミデータ

　図中のＲＴＳ、ＴＸＤはＨＲＦ－３００Ｔを送信機とした場合の送信機側のタイ
ミングです。
　ＨＲＦ－３００Ｒは受信待ち受け時（送信ユニットがキャリヤを出していない
間）ＦＭ特有のノイズにより､ＲＸＤデータはゴミになります。また、データの送
信中でも通信距離が離れていくにつれて､信号が弱くなりノイズの量が増えてきま
す。従って、ＲＸＤデータにも徐々にデータ誤りが発生するようになりますので、
データ誤りへの対策（誤り検出や誤り訂正など）が必要となります。
　ＲＴＳを立ち上げてからデータを送り出すまでの間に送信待ち時間が必要です。
（５ｍｓｅｃ以上）



７．使用上の注意点

７－１．チャネルについて

　通信には、必ず受信ユニットが必要です。ＨＲＦ－３００Ｔは固定チャネル
方式ですので､受信するユニットは、送信ユニットとチャネルが合ったものを
使わなくてはなりません。ＨＲＦ－３００Ｔのチャネルは、Ａタイプのみで、
受信機のＨＲＦ－３００ＲはＢタイプのみです。従って､1対1の通信を行う場
合､必ず同一チャネル（数字）の送信機と受信機が必要となります。
　例えば、ＨＲＦ－３００Ｔ（Ａ２０）
　　　　　ＨＲＦ－３００Ｒ（Ｂ２０）など
チャネルは､本体上面にラベルで表記されています。チャネルの種類について
は「１１．付録（チャネル表）」を参照下さい。
　ＨＲＦ－３００を受信機とする場合も､必ずＨＲＦ－３００のＢタイプを選
んで下さい。

７－２．電波の強さについて

　ＨＲＦ－３００を資格や届出なしで運用する場合の電波の強さは、電波法に
定められる微弱電波の範囲内でなければなりません。工場出荷時には，弊社の
ホイップアンテナ　ＨＴＭ－５Ｂ（オプション）を直接取り付けた場合，微弱
電波の範囲を超えない程度の出力レベルに仮セットされています。ユーザー様
のご使用になるアンテナや使用法等が異なる場合は電界強度を確認の上、ＲＦ
出力を調整して違法運用とならないようにご使用下さい。

７－３．接続について

　本機の接続には、カードエッジコネクタを用いて下さい。
使用するカードエッジコネクタは上下の端子から独立して信号の取り出せるも
のを選んで下さい。（適合品:KEL　1150N-020-009）
カードエッジコネクタの中には、上下の端子が導通しているタイプもありま
す。その様なコネクタを使うと信号端子がショートし、故障する恐れがありま
すので、絶対に使用しないで下さい。

－８－



７－４．取扱いについて

　本機は精密な電子部品でできています。衝撃，振動、ほこり等が多い場所で
の使用は故障の原因になります。十分ご注意下さい。

７－５．送信待ち時間について

　ＲＴＳ制御を行い､データを送る時のみキャリヤ（電波）を立ち上げて送信
する場合には､ＲＴＳを立ち上げてからすぐにデータを送り出しても、通信で
きるまでの準備時間がかかるため、頭のデータがつぶれてしまいます。
　従って、ＲＴＳを立ち上げてからデータを送り出すまでの間に、送信待ち時
間を設ける必要があります。その時間は､受信機によっても異なりますので以
下を参考にして下さい。

　　　　　ＨＲＦ－３００Ｒ　　　　　　　　　　５ｍｓｅｃ以上
　　　　　ＨＲＦ－３００（スケルチ使用時）　３０ｍｓｅｃ以上
　　　　　ＨＲＦ－３００（スケルチ開放時）　　５ｍｓｅｃ以上　　　　

　　　　詳しくは動作タイミングを参照して下さい。

７．使用上の注意点

－９－



８．ＲＦ出力調整について

maxmin

ＲＦ出力調整用ボリューム

HRF-300T　下面より見た図

　本機のＲＦ出力は、約－４５ｄＢｍ～２５ｄＢｍ（２５℃時）の範囲で調整でき
るように設計されています。
　微弱電波の場合、３ｍの距離において電界強度が５００μＶ／ｍを超えてはなら
ないと法律によって定められています。（電波法第４条第１号、電波法施行規則第
６条）
　使用されるアンテナによって電界強度は異なる為、ＲＦ出力は一義的に定まりま
せん。
　弊社のホイップアンテナ　ＨＴＭ－５Ｂ（オプション）を直接接続した場合、法
に定められた電界強度を超えない程度の（取り付けられるケースによっても異なる
為）レベル（－４３ｄＢｍ）に仮セットし、工場出荷されます。

　ご使用になるアンテナや使用方法等が異なる場合、電界強度を確認のうえ、ＲＦ
出力を調整し、違法運用とならないようにご使用下さい。

　調整ボリュームは、時計方向に回すと出力が上がるようになっています。

　※強く回しすぎますとボリュームが壊れ出力が弱くなります。軽く回して止まる
　　ところがＭＡＸとなります。

可変範囲

ＭＡＸＭＩＮ

ボリューム

－１０－



９.機器への接続

－１１－

９－１．カードエッジ端子の内容と使い方

１０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

２０ １９ １８ １７ １６ １５ １４ １３ １２ １１

上面

下面

上面

カードエッジコネクタ端子図

１．ＧＮＤ

２．Ｖｃｃ

３．ＴＸＤ

４．内部使用

５．ＲＴＳ

６．内部使用

：主に電源を供給する際の接地として使用します。
　１１番を使用してもかまいません。

：ＤＣ５Ｖの電源を接続します。仕様の電流容量に
　注意し、十分安定化された電源を接続して下さ　
　い。１２番を使用してもかまいません。

：送信データの入力端子です。通常、信号用接地は
　１３番を用います。

：何も接続しないでください。

：送信要求する時の入力端子です。”Ｈ”レベルで
　キャリア（電波）を出します。この端子をＶｃｃ
　に接続するとキャリアは出たままになります。

：何も接続しないでください。



９.機器への接続

－１２－

１５．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１６．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１７．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１８．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１０．ＧＮＤ ：フレーム接地用です。ユニット本体のアースをとる時に　
使用します。電源用の接地には使用できません。

１１．ＧＮＤ ：主に電源を供給する際の接地として使用します。１番を　
使用してもかまいません。

１２．ＶＣＣ ：ＤＣ５Ｖの電源を接続します。仕様の電流容量に注意し　
十分安定化された電源を接続して下さい。２番を使用し　て
もかまいません。

１３．ＧＮＤ ：デジタル信号用接地です。通常、送信データの接地用と　
して用います。

１４．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

１９．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

２０．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

７．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

８．内部使用 ：何も接続しないで下さい。

：何も接続しないで下さい。９．内部使用



９．機器への接続

９－２．機器との接続例

・電源ユニットは、ＤＣ５Ｖが安定して取り出せるものをご使用下さい。

・取り付けの際には、なるべくノイズによるトラブルを避けるため配線の取り
　回しに注意し､シールド板を用いたり設置距離を離すなどしてＣＰＵボード
　などからのクロックに影響されないよう十分工夫して下さい。

・電源用配線や信号用配線は、なるべくツイストペアケーブルを用いるなどし
　て下さい。

・必ずフレーム接地を行ってください。
　

・カードコネクタ(1150N-020-009)　に刻印されている番号と、本機の端子番
　号とは、全く無関係です。間違わないようにして下さい。

－１３－

GND　RTS 　　 　　TXD　

（ＣＰＵボード等）

接続機器

GND
電源ユニット

+5V

GND

ＨＲＦ－３００T

適合カードコネクタ

ケル（株）
1150N-020-009

下面

上面

フロントパネル



１０．故障と思う前に

・電源のつなぎ方が違っていませんか。

・送信側のＲＴＳは”Ｈ”レベルになっています
　か。
・受信側のＣＤランプは点灯していますか。
　（ＨＲＦ－３００の場合）
・通信速度は合っていますか。
・通信手順は合っていますか。

・送信タイマーを設けてありますか。
・送信タイマーが短すぎませんか。
　

・受信側のＣＤランプは途切れていませんか。
　（ＨＲＦ－３００の場合）
・通信距離が遠すぎませんか。
・近くにノイズの発生源はありませんか。　　　

ＰＷランプが点灯しない。

データが受信側に伝わらな
い。

通信したデータの先頭がつぶ
れる。

データ誤りが時々発生する。

－１４－



１１．付録（チャネル表）

－１５－

現在、対応可能なチャネルは以下の通り３０種類です。（平成1２年４月現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ＭＨｚ）

260.35A08

A10

A12

A14

A16

A18

A20

A22

A24

A26

A28

A30

A32

A34

A36

A38

A40

A42

A44

A46

A48

A50

A52

A54

A56

A58

260.45

260.55

260.65

260.75

260.85

260.95

261.05

261.15

261.25

261.35

261.45

261.55

261.65

261.75

261.85

261.95

262.05

262.15

262.25

262.35

262.45

262.55

262.65

262.75

262.85

送信周波数ﾁｬﾈﾙ

A00

A02

A04

A06

259.95

260.05

260.15

260.25


